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月
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次
号
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七
月
発
行
予
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編
集 

逗
子
市
環
境
都
市
部
ま
ち
づ
く
り
景
観
課 

 

協
力 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
逗
子
の
文
化
を
つ
な
ぎ
広
め
深
め
る
会 

 

募
集 

逗
子
の
景
観
ス
ケ
ッ
チ
や
六
百
五
十
字
以
内
の 

景
観
に
関
す
る
コ
ラ
ム
等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

 
 

ま
す
。
地
元
の
ア
ザ
リ
エ
団
地
の
近
く
の

小
さ
な
公
園
の
桜
、
逗
葉
高
校
へ
上
る
坂

の
桜
の
ト
ン
ネ
ル
、
池
子
運
動
公
園
の

桜
、
特
に
久
木
の
ハ
イ
ラ
ン
ド
の
入
口
か

ら
長
い
桜
の
ト
ン
ネ
ル
を
通
る
時
は
、
桜

を
見
る
人
た
ち
の
車
で
渋
滞
す
る
程
で

す
。
こ
こ
の
桜
は
素
晴
ら
し
く
見
ご
た
え

が
あ
り
ま
す
。
車
を
降
り
て
並
木
を
歩
き

な
が
ら
桜
の
木
を
じ
っ
く
り
眺
め
な
が

ら
ハ
イ
ラ
ン
ド
の
住
民
の
方
の
桜
の
お

世
話
に
感
謝
し
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま

す
。 

『
桜
の
思
い
出
』 

 

今
年
は
異
常
気
象
で
暖
冬
の
せ
い
か
、
２
月
に
梅
が
満
開
に

な
り
、
桜
も
３
月
末
に
は
満
開
に
な
り
ま
し
た
。
毎
年
、
お
花

見
は
楽
し
み
に
し
て
い
て
、
街
中
色
々
な
場
所
に
車
で
出
か
け「大崎公園」 原田 晃 

「爛漫の春」 若杉 恵美子 

 

２
年
前
、
瓦
版
59
号
に
「
景
観
賞
」
に
つ
い
て
書
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
逗
子
文
化
の
会
の
永
橋
爲
成
理
事
長
（
当

時
）
か
ら
の
依
頼
で
し
た
。
永
橋
さ
ん
と
は
30
年
以
上
前
、

ま
ち
づ
く
り
研
究
会
で
ご
一
緒
し
た
縁
で
お
引
き
受
け
し
ま

し
た
。
研
究
会
で
選
ん
だ
景
観
賞
の
一
つ
、
沼
間
の
ド
ラ
ッ
グ

ス
ト
ア
の
並
び
に
あ
る
水
道
道
に
唯
一
残
っ
て
い
る
古
木
の

桜
に
つ
い
て
書
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
永
橋
さ

ん
と
運
動
公
園
の
桜
並
木
を
散
策
、
桜
を
撮
影
し
、
沼
間
の
桜

も
写
真
に
撮
り
、
研
究
会
の
時
の
昔
話
な
ど
を
談
笑
し
ま
し

た
。
昨
年
の
10
月
に
永
橋
様
の
突
然
の
訃
報
を
お
聞
き
し
、

絵 協力 逗子パレットクラブ 

び
っ
く
り
致
し
ま
し
た
。 

 

２
月
27
日
か
ら
３
月
２
日
ま
で
、
逗
子
文
化
プ
ラ
ザ
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
永
橋
さ
ん
の
回
顧
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
瓦
版

に
掲
載
さ
れ
た
ス
ケ
ッ
チ
の
ほ
か
、
逗
子
、
鎌
倉
近
辺
の
街

並
が
描
か
れ
た
素
晴
ら
し
い
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
永

橋
さ
ん
の
逗
子
へ
の
貢
献
や
お
人
柄
が
偲
ば
れ
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
沼
間
の
桜
の
花
が
咲
き
誇
る
度
に
一
緒
に
散
策

し
た
と
き
の
永
橋
さ
ん
を
思
い
出
す
こ
と
で
し
ょ
う
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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瓦版編集担当 逗子市環境都市部まちづくり景観課  

瓦版のバックナンバー・瓦版冊子は逗子市庁舎一階、まちづくり景観課窓口、市民交流センターに配架しています。 

逗子市HPやフェイスブックも見てね！ 

逗子パレットクラブのご紹介 

～表面の絵を寄せていただきました～ 

「知っ得ずし」が発行されました 

市民活動団体「逗子まちなかアカデミー」が 3 月 23 日、ハン

ドブック「知っ得ずし Q＆A 読めばご当地コンシェルジュ」を

刊行しました。「自然・景観」「歴史・旧跡」「寺院・神社」「文

化・芸術」「生活・暮らし」の分野別になっています。 

市内を 8 地域に分けた「自然回廊」のコースごとに 120 の質

問・解答・解説があります。ガイドマップも掲載されていて、

質問の答え合わせをしながら

ハイキングする楽しみ方も。 

逗子観光協会（市役所２階）

で販売予定です。 

逗子市観光協会の連絡先☟ 

046-873-1111（内線 286） 

講師の平和夫さんのもと、初心者からベテランまでが楽しみな

がらの上達を目指して、水彩画やパステル画などに取り組んでい

ます。年に 4 回ほどは屋外でのスケッチ会、年に 1 度のギャラリ

ーでの発表会もあります（本年度は未定）。現在会員は 18 名。 

毎月第 2 日曜日の 9 時

から 12 時、場所は市

民交流センター。会費

は半年 6,000 円。お問

い合わせ、見学希望は

逗子パレットクラブ 

046-871-5899 

（近藤）まで この日はモデルを招いての人物デッサン 

 

ひとり    まちあるき 

 新型コロナウィルスが猛威を奮っています。国から

は緊急事態宣言が発令され、不要不急の外出は自粛要

請をされています。３密（密閉・密着・密接）を避け

た運動として、近所の散歩を取り入れている方もいる

と思います。 

人混みの少ない時間に歩いてみたら、新しい景色や

街並みに出合えるかもしれません。 

もしも素敵なまちなみを見つけたら、ぜひ私たちに

も教えてください。 

まちなかを歩くときは間をあけて 

まちなかさんぽのメモ 

 逗子は住みやすいですか？住み続けたいですか？ 

 あなたにとって美しい逗子はどこですか？ 

 近所に好きな場所や好きな散歩道はありますか？ 

 買い物や通勤・通学で歩く道をどう感じていますか？ 

 写真撮影やスケッチをしたくなる場所はありますか？ 

 友人を案内したくなる場所はありますか？ 

こんなものを探してみてね 

散歩から帰ってきたら 

しっかりと手洗い・うがいをしましょう！ 

ガラガラ１５秒×２回 
以上 

うがい 手洗い 

せっけんを使う 
１５秒以上洗い流す 

とこ とこ 

①シンボルツリー ②生け垣 

③美化活動 

洗練されたデザインの広告 

斜面地や駐車場の緑化 小さなベンチ  

などなど…心がときめく素敵なまちなみを探してみてね！ 

他にも…… 

いつも見かける街角の花壇。 

誰が綺麗にしてくれているのかな？ 

散歩のたびに気になるあの開けたお庭！ 

たくさんの花木が植えてある。 

真ん中にある大きな木はなんの木なのだろう？ 

最近ブロック塀が壊されて、代わりに生け垣 

になったお家がある！緑は目に優しいね。 


